


　東北大学は個人に適した精密な医療と予防を築き上げようとしており、そ

の中心となる組織が未来型医療創成センターです。当センター設立にあたり

尽力された山本雅之先生の後任として2021年4月よりセンター長を拝命し

ました。『遺伝要因、環境要因及び疾病の関係性の解明に関する世界最高水

準の研究とその成果の臨床実装並びに教育を行う』というミッションを継続

し、個別化医療・予防実現のための研究基盤を充実させ社会への成果還元

を加速します。

　東北大学は2017年、日本で最初の3つの指定国立大学の一つに指定さ

れました。指定国立大学が標榜する創造と変革を先導する世界的な研究拠

点として「未来型医療拠点」を形成し、中心的役割を担う組織として未来型

医療創成センターが設立されました。当センターでは、医学系研究科や東北

大学病院、歯学研究科、薬学研究科、工学研究科、情報科学研究科、生命

科学研究科、医工学研究科、加齢医学研究所そして東北メディカル・メガバ

ンク機構の10部局が連携し、東北大学の英知と総力を結集する体制を作り

上げました。 　

　個々人のゲノム情報に基づく未来型健診をもとに個別の医療・予防を実現

し、その人に合った予防のための健康メニューを提供できる社会を目指しま

す。そのためには多くのデータを集めることが必要です。東北大学では、東

北メディカル・メガバンク機構が15万人超の一般住民のサンプルやデータ

を集積して「バイオバンク」を構築しています。このバイオバンクを大学病院

の患者さんの協力を得て拡充・発展させ世界最先端の解析を行うことで、個

別化医療・予防を実現します。 　

　東北大学が開学以来100余年にわたり蓄積した伝統と多くの分野にまた

がる研究力を総合し、世界をリードする拠点形成に努めてまいります。多く

の皆様のご支援・ご指導とともにご参画を心よりお願い申し上げます。
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　INGEMは、2018年3月、8つの部局が参画し設立された組織で、現在のシン
ボルマークは設立時、当時の参画部局の数である『８』をテーマに検討を重ね、
誕生しました。
　８角形は８つの参画部局の協力で構成される組織を表し、組織の多面性を象
徴しています。ゴールドの輪は、組織が掲げる理念と目標を表しています。８つ
の部局の取り組みと、ゴールドの輪が互いに支えあい、成功に導くイメージを表
現しました。また、２つの図形が組み合わされたイメージは、この組織が、患者・
住民をはじめとする地域社会と共に歩み、理念・目標を実現しようと進むことも
意味しています。
　2021年4月からは、新たに2部局が参画し、計10部局の協力で構成され、
より強力な運営体制となりました。設立当時のシンボルマークに込めた思いはそ
のままに、歩んでまいります。
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参画部局

左から八重樫センター長、中澤副センター長、木下副センター長

※INGEMの名称およびロゴマークは、日本における国立大学法人東北大学の登録商標です。

ロゴマークについて

理念と沿革 構成

　INGEMは、東北大学に４つ設けられた「世界トップレベル研究拠点」の一角を形成しており、10の部局が参画し、卓越し
た研究力を結集し未来型医療拠点の構築を目指しています。

世界トップレベル研究拠点　未来型医療創成センター（INGEM）は、多くの患者さんからご協力頂いた検体や情報を基に最先端のゲノム・
オミックス解析、ビッグデータ解析をすすめ、一人ひとりにあった医療・予防を実現します。

　東北大学が指定国立大学として標榜する創造と変革を先導する世界的な研究拠点として、「未来型医療拠点」
を形成し、その中心的な役割を担う組織として2018年3月に未来型医療創成センター（INGEM）を設立しました。
　INGEMは、ゲノム医学を中核に基礎生命科学及び情報科学等の卓越した研究力を結集した拠点として、ゲノム・
オミックス情報と、その他の生体情報及び臨床情報を活用し人工知能を含むデータ科学に基づく研究、 そして遺
伝要因・環境要因と疾病の関係性の解明に関する研究、およびその成果の臨床実装を推進していきます。また、
これらに関わる人材育成を行い、もって個別化医療・個別化予防を柱とする未来型医療の実現に資することを目
的としています。
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吉村しげを氏の遺贈
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東北大学が指定国立大学へ指定
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バイオバンク横断検索システムの公開

日本人基準ゲノムJG1構築で髙山助教が
「第3回AMED理事長賞」を受賞

ビッグデータメディシン拠点（BDMC）を
INGEM内に再編

基礎研究部門に生体高分子構造解析
グループを新設

工学研究科、生命科学研究科が新たに参画
し10部局が連携

クライオ専用300ｋV透過型電子顕微鏡の
利用開始
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組織
　INGEMは、センターの運営に関する重要事項を審議する運営委員会、9グループからなる研究部、企画立案
及び調整等を行う企画推進部門等を備えます。2020年4月にはビッグデータメディシン拠点をINGEM内に再
編しました。

　INGEMが目指す未来型医療は、個々人のゲノム情報に基づく未来型健診をもとに個別の医療・予防を実現し、
その人に合った予防のための健康メニューを提供できる社会です。その実現のため、現時点での世界最高水準の
未来型医療基盤を展開し、またそれに資する多様な人材を育成し、また実践していきます。現在INGEMは、多
部局にまたがる連携を軸に、臨床現場での同意取得・検体採取から、クリニカルバイオバンク、クリニカルシーク
エンスを経て、多様な解析を臨床実装すると共にデータベース化などにより将来の研究・臨床につなげる取組を
行っています。
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INGEMが目指す未来型医療の取組と体制

● 東北大学大学院医学系
研究科長・医学部長

● 東北大学大学院医学系
研究科発生・発達医学
講座婦人科学分野
教授

センター長

八重樫　伸生
● 東北大学東北メディカ
ル・メガバンク機構
副機構長

● 東北大学大学院情報科
学研究科生命情報シス
テム科学分野 教授

副センター長

木下　賢吾
● 東北大学病院臨床研究
推進センター 
副センター長

● 東北大学大学院医学系
研究科神経・感覚器病
態学講座
眼科学分野 教授

中澤　徹
● 東北大学病院 病院長
● 東北大学大学院医学系
研究科神経・感覚器病
態学講座神経外科学
分野 教授

センター長特別顧問

冨永　悌二
● 東北大学東北メディカ
ル・メガバンク機構
機構長

● 東北大学大学院医学系
研究科生態機能学講座
医化学分野 教授

山本　雅之

臨床現場
（東北大学病院）

● がんゲノム・オミックス診断パネルの構築
● 個別化薬物療法・PGx解析
● 遺伝子変異の実験的機能検証・基礎研究

クリニカル
シークエンス

クリニカル
バイオバンク

ゲノム・オミックス解析

バイオインフォ
マティクス解析

臨床、ゲノム・オミックス
データの統合、管理

クリニカルバイオ
バンク・クリニカル
シークエンスを可能
にした同意取得

最先端研究

取組の成果を早期に患者個人に還元すると共に、事例・データを蓄積し
次の研究開発・臨床にフィードバックしていく

検体処理・DNA抽出・
血漿分離・分注・保管

東北大学病院個別化
医療センターと連携

採　血 手　術
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組織
　INGEMは、センターの運営に関する重要事項を審議する運営委員会、9グループからなる研究部、企画立案
及び調整等を行う企画推進部門等を備えます。2020年4月にはビッグデータメディシン拠点をINGEM内に再
編しました。

　INGEMが目指す未来型医療は、個々人のゲノム情報に基づく未来型健診をもとに個別の医療・予防を実現し、
その人に合った予防のための健康メニューを提供できる社会です。その実現のため、現時点での世界最高水準の
未来型医療基盤を展開し、またそれに資する多様な人材を育成し、また実践していきます。現在INGEMは、多
部局にまたがる連携を軸に、臨床現場での同意取得・検体採取から、クリニカルバイオバンク、クリニカルシーク
エンスを経て、多様な解析を臨床実装すると共にデータベース化などにより将来の研究・臨床につなげる取組を
行っています。

未来型医療創成センター

臨床応用

未来型医療創成センター
センター長センター長特別顧問

副センター長 運営委員会

研究部 企画推進部門

臨床応用研究部門基礎研究部門
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INGEMが目指す未来型医療の取組と体制
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● 分子生物学を用いた遺伝子変異の検証

● ヒト多型のモデル動物の作製と遺伝子変異の検証
　本グループは、分子生物学的検証の手法、およびヒト多型のモデル動物の作製等により遺伝子変異の検証
を進めています。iGONAD法によるマウス作製を実施し、飼育体制と遺伝子型確認の迅速化を行いつつ、年
間3系統程度の作製等を目指しています。このような研究基盤技術の提供に加えて、メンバーは、それぞれ
個別の研究テーマとして、自己免疫疾患関連遺伝子、知的障害関連遺伝子、小児遺伝性疾患などにおける複
数の遺伝子バリアント等について機能検証を進めています。

主な成果
●てんかん、神経変性疾患、悪性新生物など様々な疾病に関与が予想されているミトフィリン遺伝子の欠損
マウス作製

● 慢性閉塞性肺疾患のGWAS解析により見つかったAGER遺伝子の変異体マウスを2変異分作製

遺伝子変異検証グループ

● ゲノム情報に基づく薬物動態予測パネル構築と公開

● ファーマコオミックス解析を駆使した個別化薬物療法の開発と臨床実装
　本グループは、ゲノム情報に基づく薬物動態予測パネル構築と公開を目指し、また、ファーマコオミックス
解析を駆使した個別化薬物療法の開発と臨床実装を目指しています。東北メディカル・メガバンク機構が構
築した全ゲノムリファレンスパネルを活用して、CYP1A2、CYP2C9、DPYD等における約1,000種類の組換
えバリアント酵素を作製・機能評価を行っています。薬物代謝酵素活性に影響を及ぼす重要なレアバリント
の同定を進め、個別化医療の発展に大きく貢献する研究基盤を構築していきます。

主な成果
● 医薬品の代謝反応を従来よりも高感度で解析することができる薬物代謝酵素-哺乳動物細胞発現系の開
発に成功

● 40種のCYP3A4と12種のCYP2C9遺伝子多型バリアントの網羅的機能変化解析に成功

● 最新のクライオ電子顕微鏡や高磁場NMR等を活用した生体分子の立体構造解析

● 生体分子の機能解明と構造に基づく創薬開発の推進による未来型医療の実現への貢献
　本グループは、最先端の解析手法と機器を活用した生体分子の立体構造解析、機能解明と構造に基づく創
薬開発の推進による未来型医療の実現への貢献を目指しています。2021年に導入した最新のクライオ専用
300kV透過型電子顕微鏡、また800MHz NMR等を活用し各種生体高分子の立体構造を解明し、疾患発
症のメカニズムを分子レベルで明らかにしていきます。そして東北メディカル・メガバンク計画で明らかになっ
た膨大な遺伝子多型の効果を推定するための構造情報の提供、化合物との複合体の構造解析等により企業
や大学の創薬研究の支援、またINGEMの各参画部局と連携し各種研究支援を実施します。

遺伝子創薬グループ

生体高分子構造解析グループ

● 日本人基準ゲノム配列を用いた日本人を対象とした疾患ゲノム解析の高精度化

● データ科学・人工知能（AI）技術を活用した分野融合研究の促進と医用AI人材の育成
　本グループは、日本人基準ゲノム配列を用いた日本人を対象とした疾患ゲノム解析の高精度化、またデータ科
学・人工知能（AI）技術を活用した分野融合研究の促進と医用AI人材の育成を進めています。2019年に日本
人基準ゲノム配列初版JG1を公開、2020年には解析データを大幅拡充し再構築したJG2を公開しました。
更に2021年には250Mbほどの超難読未決定配列領域の解決に取組、バージョンアップしたJG2.1を構築し公開
しました。また、疾患ゲノム解析に用いるための日本人基準ゲノム配列の情報リソースの整備を進めています。

主な成果
● 日本人基準ゲノム配列初版JG1の構築についての論文を公開
● 日本人基準ゲノム配列を再構築しJG2、JG2.1を公開

ゲノム情報科学グループ

基礎研究部門
各グループの活動と主な成果
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● 東北大学病院の全診療科を対象としたクリニカルバイオバンクの構築
● 未来型医療研究の基盤として学内外における試料の適切かつ活発な利活用体制を確立
　本グループは、クリニカルバイオバンクとして、東北大学病院を受診した患者由来の生体試料を収集・保管・
管理し、研究に利活用するために学内に提供する体制を構築してきました。収集・保管する検体数や試料の
種類、試料の提供を受ける診療科数などの更なる拡充に努め、収集した試料の学内外における適切かつ活発
な利活用を促進するためのシステムを構築し、我が国における次世代医療の早期実現に向けた基礎・臨床研
究の基盤を担うことを目指しています。

主な成果
● 東北大学病院の24を超える診療科からの協力を得てクリニカルバイオバンクを構築
● 延べ7,000症例15,000検体を超える収集を実現し、研究利用への出庫体制も確立

クリニカルバイオバンクグループ

臨床応用研究部門

● 次世代シークエンサーを用いたゲノム解析研究の推進
● 臨床研究におけるシークエンス解析の活用支援
　本グループは、未来型医療に寄与するため、次世代シークエンサー技術を用いたゲノム解析研究の推進、お
よび基盤となるゲノム関連情報の整備を行っています。
　これまで推進してきた、短鎖リード型シークエンサーによるゲノム解析に加え、現在は、長鎖リード型シー
クエンサーによる複雑なゲノム構造多型を対象にした解析、およびトランスクリプトーム解析に取り組んでい
ます。また、1細胞RNAシークエンス等の先端技術の活用法の検討を行っています。

主な成果
● 東北大学病院の検体を対象としたエクソーム解析、全ゲノム解析の支援
● 長鎖リードシークエンス解析による精確な転写産物アイソフォーム情報の公開

クリニカルシークエンスグループ

● 統合オミックス解析による疾患関連マーカーの探索と診断、治療、予防への応用
● 代謝物及び微生物叢プロファイルによる疾患感受性の解明とデータプラットフォーム構築
　本グループは、統合オミックス解析による疾患関連マーカーの探索と診断、治療、予防への応用、また代謝
物及び微生物叢プロファイルによる疾患感受性の解明とデータプラットフォーム構築を行っています。血漿メ
タボローム解析を発展させ、がん種の特定や治療効果判定及び予後予測への応用を目指しています。また、
がん以外の疾患も視野に入れた測定可能代謝物や検体の種類を拡充します。さらに卵巣がん患者の口腔内メ
タゲノム検体の収集を開始し、その経時変化の解析に取り組んでいます。

主な成果
● 1,289人分の口腔内マイクロバイオームデータをjMorpの新たな機能として追加
● 口腔内微生物の多様度と歯周病重症度との関連性を発見し、論文公開
● 標的メタボローム解析キットを用いた血漿メタボローム解析フローの構築
● 上皮性卵巣がんに特異的な血漿中代謝物プロファイルを特定し、論文公開

クリニカルフェノームグループ

● 個別化医療の実践に必要な遺伝子多型のアノテーション（遺伝子機能情報）付与
● クリニカルシークエンスに基づく次世代型エキスパート診断委員会の構築と拡充
　本グループは、個別化医療の実践に必要な遺伝子多型のアノテーション（遺伝子機能情報）付与、またクリ
ニカルシークエンスに基づく次世代型エキスパート診断委員会の構築と拡充を目指しています。がんゲノム医
療中核拠点病院である東北大学病院の診療機能として、がんゲノム診断カンファレンスを定期的に開催し、エ
キスパートパネルの更なる充実化や効率化を行い、医療の質の向上に貢献すると共に、INGEMの解析結果を
患者に還元し、治療に役立てていきます。

主な成果
● 遺伝子パネル検査レポートシステムの構築
● エキスパートパネルのためのレポート・ファイル共有システムの構築

臨床ゲノム診断グループ

● クリニカルバイオバンクの臨床情報のデータベース整備
● 臨床情報、ゲノム・オミックス情報を統合した統合臨床データベースの構築
　本グループは、クリニカルバイオバンクの臨床情報のデータベース構築、試料由来のゲノム・オミックス解析
情報を統合した統合臨床データベースの構築に取り組んでいます。また、統合臨床データベースのカタログ
を構築し、クリニカルバイオバンク、東北メディカル・メガバンク計画の試料・情報の利活用促進に取り組ん
でいます。さらに、統合臨床データベースに収載したジェノタイプデータ、ポリジェニックリスクスコア
（PRS）の臨床での活用を目指した研究に取り組んでいます。

主な成果
● 約3千人分の患者を対象とした統合臨床データベースの構築
● ジェノタイプデータ等のHL7 FHIRによる標準化

臨床データベースグループ

　ビッグデータメディシン拠点（BDMC）は、2018年2月に未来型医療の実現を支援するため全学組織とし
て設立され、2020年4月にINGEM内へ再編されました。オミックス、医療情報などを連結した医療系ビッ
グデータを蓄積、オール東北大学によるデータヘルス連携基盤の確立、および人材育成・産学連携活動の促
進を目指します。また臨床医、バイオインフォマティクス、システムエンジニア、統計専門家がアンダーワンルー
フで集い研究、人材育成、産学連携活動の促進を図ります。そして、各診療科のゲノム医療研究開発、AI研究、
研究成果の臨床での活用を目指しています。

主な成果
● 宮城県の病診連携ネットワークと大学病院データの連携
● 心不全患者の血中タンパク質5種類の測定により心血管イベントが予測可能に
● 緑内障になりやすい体質をポリジェニックリスクスコアで評価可能に

ビッグデータメディシン拠点

　INGEMでは各グループに加えて、特に特定の疾患群を対象にするなどしたグループ横断的な専門委員会に
よる研究活動も推進しています。2021年11月現在、以下の４つの専門委員会を設置しています。
　 血管脆弱性専門委員会（高血圧・心筋梗塞・脳梗塞・糖尿病分野）     神経脆弱性専門委員会（アルツハイマー・うつ病）
　 免疫脆弱性専門委員会（アレルギー・自己免疫・炎症制御等）　　 酸化ストレス脆弱性専門委員会

専門委員会

各グループの活動と主な成果

各グループの活動と主な成果
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な利活用を促進するためのシステムを構築し、我が国における次世代医療の早期実現に向けた基礎・臨床研
究の基盤を担うことを目指しています。

主な成果
● 東北大学病院の24を超える診療科からの協力を得てクリニカルバイオバンクを構築
● 延べ7,000症例15,000検体を超える収集を実現し、研究利用への出庫体制も確立

クリニカルバイオバンクグループ

臨床応用研究部門

● 次世代シークエンサーを用いたゲノム解析研究の推進
● 臨床研究におけるシークエンス解析の活用支援
　本グループは、未来型医療に寄与するため、次世代シークエンサー技術を用いたゲノム解析研究の推進、お
よび基盤となるゲノム関連情報の整備を行っています。
　これまで推進してきた、短鎖リード型シークエンサーによるゲノム解析に加え、現在は、長鎖リード型シー
クエンサーによる複雑なゲノム構造多型を対象にした解析、およびトランスクリプトーム解析に取り組んでい
ます。また、1細胞RNAシークエンス等の先端技術の活用法の検討を行っています。

主な成果
● 東北大学病院の検体を対象としたエクソーム解析、全ゲノム解析の支援
● 長鎖リードシークエンス解析による精確な転写産物アイソフォーム情報の公開

クリニカルシークエンスグループ

● 統合オミックス解析による疾患関連マーカーの探索と診断、治療、予防への応用
● 代謝物及び微生物叢プロファイルによる疾患感受性の解明とデータプラットフォーム構築
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　東北地方では初めての導入となるクライオ専用300kV透
過型電子顕微鏡（CRYO ARM™ 300Ⅱ、日本電子㈱）が
東北メディカル・メガバンク棟内に設置され、2021年９月よ
りINGEMが本格運用を開始しました。世界最高レベル約
2Åの分解能で多様な生体高分子の構造解析が可能となり、
また、東北メディカル・メガバンク計画で設置されたスーパー
コンピュータシステムにより測定データの解析も可能となり
ます。
　本装置は学内だけではなく、学外の企業・研究機関等から
の利活用も積極的に受け入れます。東北地方でも多様な生
体高分子の構造解析が可能となり、構造情報に基づく疾患
発症メカニズムの解明や創薬の実現が期待されます。

クライオ専用300kV
透過型電子顕微鏡

　INGEMと東北大学病院個別化医療センターは、クリニカ
ルバイオバンクを設立し共に運用しています。東北大学病
院の診療の際に得られた血液や組織などの貴重な生体試料
を、患者さんの同意を得た上で提供していただき、適切な
管理のもとに保管することにより、将来の医療のための研
究や、患者さんの治療に役立てています。
　クリニカルバイオバンクでは24診療科から血液試料と組
織試料を収集しており、これまでに11,000を超える血液試
料、4,000を超える組織試料を収集しています（2021年
11月末時点）。2020年には新たに末梢血・骨髄液由来単
核球、口腔内検体、2021年には尿検体の収集も開始しまし
た。今後も東北大学病院との連携のもと、多様な生体試料
の収集を進めていきます。

　未来型医療創成センターが将来に向けて目指しているのは、１）世界最高水準の未来型医療基盤の展開、
２）未来型医療実現で活躍する人材育成、そして、３）未来型医療の実践です。

１）世界最高水準の未来型医療基盤の展開
　INGEMが進めている未来型医療基盤は、世界最高水準のものですが、これを広く展開していくために、①研
究における展開と②臨床現場における展開に分けて以下の展望を持っています。
　まず、①研究における展開で重要なのは、臨床と解析をつなぐ研究のコーディネート機能の拡充です。臨床
現場のニーズに対して、真に必要な解析を最適な手法まで含めて提案して実行していく機能をINGEMに実装
していくことが次のステージでの目標となります。また、そうした機能を支えるための基盤の強化として、既に
収集しているサンプルのゲノム・オミックス解析を行い、特に臨床サンプルについて複合クリニカルバイオバン
ク化を推進すると共に、内部利用促進と外部利用の開始を実現していきます。また、薬効・副作用の分子バイ
オマーカー探索、解析で得られた変異の培養細胞・モデル生物作製系での検証体制の強化、モデル生物での
治療方法の検討・提案体制の構築なども検討しています。
　また、②臨床現場における展開では、地域と一体となったゲノム医療プラットフォームの開発が、最大の目標
と考えています。その実現のためには、AI診断支援システムの開発と高精度化、世界標準との融合が容易なフ
レキシブルな分子診断システムの開発が必要です。さらに、疾患別の全ゲノムデータベースを作成し、全ゲノム
解析をもとにしたがん患者への個別化医療提案や、ゲノム異常からの分子標的薬の設計・開発を行っていく体
制を構築していきます。また、採血・呼気等からがんの早期診断開発、臓器バンクと連携した再生医療基盤の
整備、生体情報自動収集基盤の整備なども検討しています。

2）未来型医療実現で活躍する人材育成
　未来型医療基盤を着実に社会実装していくためには、それを担う多様な人材の育成を同時に進める必要があ
ります。必要な人材像の例として、以下のような像を描いており、こうした人材を育成するプログラム開発や体
制構築を進めていきます。
（事業全体に必要な人材）

● 医療現場と基礎研究を繋ぐ研究コーディネーター、国際的な産官学連携をマネージするGlobal URA、
大規模生体情報を活用できる医学研究者、ウェット解析とドライ解析の橋渡し人材

（未来型医療研究に必要な人材）　
●メディカルAI専門家、メディカル・ビッグデータサイエンティスト、ゲノム遺伝統計学者、薬学系データサイ
エンティスト、構造情報を活用できる疾患研究者・創薬開発者、最新の構造解析法に精通した解析人材

（未来型医療を実装する臨床現場に必要な人材）
● 全ゲノム解析をベースに治療提案できる医師、薬剤師系遺伝カウンセラー、医療レギュラトリー・サイエンス
専門家

３）未来型医療の実践
　高度な研究により開発した未来型医療について、提案・小規模の試行・改善などのプロセスを踏みながら、
実際の臨床現場に活かしていく必要があります。まず、INGEMが考える未来型医療の推進の嚆矢となるのは、
ポリジェニックリスクスコア（PRS）による疾患リスク予測の回付と疾患予防です。このPRSの最初の対象とな
る疾患は、がん、生活習慣病、認知症などと想定しています。そして、疾患特異的代謝経路を標的とした個別
化創薬や個別化がん化学療法、AIを使った全ゲノム解析からのがん分子診断・希少難病解析、さらに、ウェア
ラブル端末による健康管理システム・がん予防提案・高齢者の在宅管理、口腔内分子環境のコントロールによ
る健康増進なども対象に実現に向けた真摯な検討を進めていきます。

　私たちは10の部局が参画したグループ間の連携をさらに強め、また更に新規部局の参画を募り、ゲノム・オ
ミックス情報、その他の広範な生体情報、及び臨床情報を活用し、人工知能を含むデータ科学に基づく研究、
そして遺伝要因・環境要因と疾病の関係性の解明に関する研究及びその成果の臨床実装を推進していきます。

クリニカルバイオバンク

クリニカルバイオバンクの主な設備

装置名

超低温
フリーザー 10台 -80℃

数量 運用
温度 容量

■液性検体用
1ccサンプルチューブ30万本超
■組織検体用
サンプルケース総計4万個超

INGEMが主催した日仏国際シンポジウム（2018年） クライオ専用300kV透過型電子顕微鏡の本格稼働（2021年）
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　クリニカルバイオバンクでは24診療科から血液試料と組
織試料を収集しており、これまでに11,000を超える血液試
料、4,000を超える組織試料を収集しています（2021年
11月末時点）。2020年には新たに末梢血・骨髄液由来単
核球、口腔内検体、2021年には尿検体の収集も開始しまし
た。今後も東北大学病院との連携のもと、多様な生体試料
の収集を進めていきます。

　未来型医療創成センターが将来に向けて目指しているのは、１）世界最高水準の未来型医療基盤の展開、
２）未来型医療実現で活躍する人材育成、そして、３）未来型医療の実践です。

１）世界最高水準の未来型医療基盤の展開
　INGEMが進めている未来型医療基盤は、世界最高水準のものですが、これを広く展開していくために、①研
究における展開と②臨床現場における展開に分けて以下の展望を持っています。
　まず、①研究における展開で重要なのは、臨床と解析をつなぐ研究のコーディネート機能の拡充です。臨床
現場のニーズに対して、真に必要な解析を最適な手法まで含めて提案して実行していく機能をINGEMに実装
していくことが次のステージでの目標となります。また、そうした機能を支えるための基盤の強化として、既に
収集しているサンプルのゲノム・オミックス解析を行い、特に臨床サンプルについて複合クリニカルバイオバン
ク化を推進すると共に、内部利用促進と外部利用の開始を実現していきます。また、薬効・副作用の分子バイ
オマーカー探索、解析で得られた変異の培養細胞・モデル生物作製系での検証体制の強化、モデル生物での
治療方法の検討・提案体制の構築なども検討しています。
　また、②臨床現場における展開では、地域と一体となったゲノム医療プラットフォームの開発が、最大の目標
と考えています。その実現のためには、AI診断支援システムの開発と高精度化、世界標準との融合が容易なフ
レキシブルな分子診断システムの開発が必要です。さらに、疾患別の全ゲノムデータベースを作成し、全ゲノム
解析をもとにしたがん患者への個別化医療提案や、ゲノム異常からの分子標的薬の設計・開発を行っていく体
制を構築していきます。また、採血・呼気等からがんの早期診断開発、臓器バンクと連携した再生医療基盤の
整備、生体情報自動収集基盤の整備なども検討しています。

2）未来型医療実現で活躍する人材育成
　未来型医療基盤を着実に社会実装していくためには、それを担う多様な人材の育成を同時に進める必要があ
ります。必要な人材像の例として、以下のような像を描いており、こうした人材を育成するプログラム開発や体
制構築を進めていきます。
（事業全体に必要な人材）

● 医療現場と基礎研究を繋ぐ研究コーディネーター、国際的な産官学連携をマネージするGlobal URA、
大規模生体情報を活用できる医学研究者、ウェット解析とドライ解析の橋渡し人材

（未来型医療研究に必要な人材）　
●メディカルAI専門家、メディカル・ビッグデータサイエンティスト、ゲノム遺伝統計学者、薬学系データサイ
エンティスト、構造情報を活用できる疾患研究者・創薬開発者、最新の構造解析法に精通した解析人材

（未来型医療を実装する臨床現場に必要な人材）
● 全ゲノム解析をベースに治療提案できる医師、薬剤師系遺伝カウンセラー、医療レギュラトリー・サイエンス
専門家

３）未来型医療の実践
　高度な研究により開発した未来型医療について、提案・小規模の試行・改善などのプロセスを踏みながら、
実際の臨床現場に活かしていく必要があります。まず、INGEMが考える未来型医療の推進の嚆矢となるのは、
ポリジェニックリスクスコア（PRS）による疾患リスク予測の回付と疾患予防です。このPRSの最初の対象とな
る疾患は、がん、生活習慣病、認知症などと想定しています。そして、疾患特異的代謝経路を標的とした個別
化創薬や個別化がん化学療法、AIを使った全ゲノム解析からのがん分子診断・希少難病解析、さらに、ウェア
ラブル端末による健康管理システム・がん予防提案・高齢者の在宅管理、口腔内分子環境のコントロールによ
る健康増進なども対象に実現に向けた真摯な検討を進めていきます。

　私たちは10の部局が参画したグループ間の連携をさらに強め、また更に新規部局の参画を募り、ゲノム・オ
ミックス情報、その他の広範な生体情報、及び臨床情報を活用し、人工知能を含むデータ科学に基づく研究、
そして遺伝要因・環境要因と疾病の関係性の解明に関する研究及びその成果の臨床実装を推進していきます。

クリニカルバイオバンク

クリニカルバイオバンクの主な設備

装置名

超低温
フリーザー 10台 -80℃

数量 運用
温度 容量

■液性検体用
1ccサンプルチューブ30万本超
■組織検体用
サンプルケース総計4万個超

INGEMが主催した日仏国際シンポジウム（2018年） クライオ専用300kV透過型電子顕微鏡の本格稼働（2021年）
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これまでの主な論文成果
　複数の部局にまたがるINGEMの特性を活かして、多様な手法をもとに疾患の解明に迫る研究など、さまざまな論文成果が
生まれてきています。2019年以降に発表された主な論文は以下の通りです。
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